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あらまし  本稿では，画像から抽出されたその画像の印象を表す言葉(画像の印象語)と，楽曲で表そうとしてい
るシーンや感情を表す言葉(楽曲の印象語)との相関を計量することで，画像の印象と楽曲を結び付け，画像の印象
に合った楽曲とその印象を提示する方式について示す．楽曲メディアコンテンツについては，印象語とそれを表現

する具体例としての楽曲とを関係づける専門家の知見がある．本方式ではそれを知識として用いることで，楽曲メ

ディアコンテンツの特徴とその印象を紐付けする．画像メディアコンテンツについては，専門家による知見として

カラーイメージスケールを用いて，画像の色彩情報から印象語を抽出する．本方式は，入力された画像メディアコ

ンテンツの色彩情報から，その情報に基づき印象語を抽出し，その印象語と楽曲メディアコンテンツの印象語との

類似度を計算することで，画像メディアコンテンツの印象に合致した楽曲メディアコンテンツの印象を抽出すると

同時にその印象を表す楽曲を提示するものである． 
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1. はじめに  
近年，コンピュータの発達により扱われるメディア

コンテンツの数は増大しており，多種多様な膨大なメ

ディアコンテンツがインターネットを通じてやり取り

されている．これらのメディアコンテンツに対して，

例えば検索をするなど人間が操作を行う際に，これま

でのような論理情報の伝達だけでは，目的を達成する

のが難しくなっている．そのため，人間とコンピュー

タの間のインターフェイスとして，人間の要望をより

正確に伝えるために，人間の感性を反映した新たなイ

ンターフェイスの実現が必要となってきている．特に

これらの多種多様なメディアコンテンツを人間が抱く

感性に基づいて統一的に処理可能な機構の実現が重要

となっている．これまで，文献 [1]では， Kiyoki & 
Kitagawa によって，専門家によるメディアコンテンツ
の特徴から印象語とその重みで構成される印象メタデ

ータを抽出するフレームワークである Media-lexicon 
Transformation Operator が提案されている．これに基づ
き，文献 [2][3]では，にクラシック楽曲を対象としたも
の，文献 [4]では画像の色彩を対象としたもの，文献 [5]
では”音相”と呼ばれる言葉の発音情報を対象とした

ものが実現されている．これらの研究から，メディア

データに対応した分野の専門家の知見を導入すること

で，そのメディアコンテンツの特徴とその人間が喚起

しうる印象語を紐付け，メディアコンテンツから印象

語を抽出することを可能としている．  
シーンや感情を表す言葉 (印象語 ) と楽曲との関係

を示したものとして梅垣による文献 [6]がある．これは，
シーンや感情などを題材として，それを表現する楽曲

の具体例とともに，その印象を楽曲構造で表す際の特

徴を説明している．本文献は，主にポップス音楽を作

曲する際の作曲テクニックとして書かれている．文献

[6]を 専 門 家 の 新 た な 知 識 と し て ， Media-lexicon 
Transformation Operator を適用することにより，ポップ
ス音楽における楽曲メディアコンテンツと印象語を結

びつけることが可能になると考えらえる．  
本稿では，画像メディアコンテンツと楽曲メディア

コンテンツの印象に基づいた連携を実現するために二

つのメディアコンテンツを横断する印象抽出方式につ

いて示す．本方式は，画像メディアコンテンツから抽

出された印象語と楽曲メディアコンテンツの印象を表

現する印象語との相関を Word2Vec を用いて計量する
ことで，画像の印象と楽曲を結び付け，画像メディア

コンテンツの印象に合ったポップスジャンルの楽曲メ

ディアコンテンツを提示する．本方式の画像メディア

コンテンツを印象語へ変換する部分については，カラ

ーイメージスケール [7]を用いた既存研究である文献
[4]を適用する．また，楽曲メディアコンテンツと印象
語を変換する部分については，梅垣による文献 [6]の文
献に基づくポップス音楽を対象とした新たな Media-
lexicon Transformation Operatorの一つとして構築する．
画像からの印象の獲得に用いているカラーイメージス

ケールは画像の色彩情報と印象の関係を示したもので

あるので，構成するシステムは，入力された画像メデ



 

 

ィアコンテンツの色彩情報からその印象に合致するポ

ップスの楽曲メディアコンテンツを提示するものとな

る．  
システムが提示する楽曲メディアコンテンツは梅

垣による文献 [6]に掲載されているものとなるが，この
文献では，シーンや印象に合致した楽曲を示すと同時

に，どのような特徴を持った楽曲を作ればそうした印

象を表現できるのかが述べられている．こうした特徴

を楽曲の特徴として抽出することができれば，楽曲メ

ディアコンテンツ同士の類似性を計量することにより，

文献で提示されている楽曲に留まらず，楽曲メディア

コンテンツ一般についても検索して提示することも可

能になると考えられる．さらに，著者らがこれまで取

り組んできたメディアコンテンツの自動生成系である

統計的一般化逆作用素の構成方式 [8]と連携させるこ

とで，入力画像の印象に合致した楽曲を自動生成する

ことが可能になると考えられる．楽曲を生成する際に，

梅垣による文献で示されている特徴を楽曲構造を構成

する際の制約条件として与えることが出来れば，より

明確に印象を表現可能な楽曲自動生成システムが実現

可能となると考えられる．本方式は，統計的一般化逆

作用素の構成方式 [8]によるメディアコンテンツ自動

生成における“逆作用素”に対してその元となる  “順作
用素”にあたる，印象語抽出方式と位置付けられる．  
本稿の構成は以下のとおりである．2 節では本方式

の関連研究を紹介し，3 節では，梅垣による文献 [7]を
適用したポップス楽曲メディアコンテンツを対象とし

た Media-lexicon Transformation Operator 構築方式につ
いて示す．4 節では，画像メディアコンテンツの色彩

情報に基づく楽曲メディアコンテンツ印象抽出方式に

ついて示す．5 節では，本方式の実装と実験を示し，6
節で本稿をまとめる．  

 

2. 関連研究  
2.1 Media-lexicon Transformation Operator 

Media-lexicon Transformation Operator は，Kiyoki & 
Kitagawa が文献 [3]により示したメディアコンテンツ
から印象語を抽出するフレームワークである．Media-
lexicon Transformation Operator は，対象とするメディ
アコンテンツに関する分野の専門家による研究や評論，

統計などを用いることにより，人間がそのメディアコ

ンテンツから受ける印象語の抽出を実現する機構であ

る．  
Media-lexicon Transformation Operator は言葉同士

の相関を計量する機構とセットで考案されたものであ

る .様々な種類のメディアコンテンツを言葉という統

一的なメタデータで表現し，さらにそれらのメタデー

タどうしの関係を計量する機構と組み合わせて，メデ

ィアコンテンツの分野をまたいだ統一的な操作を行う

ことを目指している．  
Media-lexicon Transformation Operator(𝑀𝐿)の一般形

は次のように表される．  
𝑀𝐿(𝑀𝑑):𝑀𝑑 ⟼𝑊𝑠. 

(𝑀𝑑：メディアコンテンツ , 𝑊𝑠：(重み付き )印象語群 ) 
2.2 カラーイメージスケールとそれを用いた画像の色

彩 情 報 に よ る Media-lexicon Transformation 
Operator 

カラーイメージスケール [7]には，色彩と印象語の関
係を表す統計データが示されている．カラーイメージ

スケールでは有彩色 120色および無彩色 10色の計 130
色の基本色に対して 180 の印象語の関連性を示してい
る．  
これまで文献 [4]において，カラーイメージスケール

を用いた Media-lexicon Transformation Operator が実現
されている．具体的には次のような手順で構成される． 

(1) 色印象行列𝐶の作成  
基本色 130 色とそれらの印象を表す印象語 18 個

の関係を表す要素からなる色印象行列𝐶を図 1 の
ように構成する． 𝑐!, 𝑐", … , 𝑐!#$は各基本色を示し，

𝑤!, 𝑤", … ,𝑤!%$は印象語を表す．  
(2) 色彩情報の抽出  
画像から色彩情報が抽出し，その色彩情報は静止

画像全体における基本色 130 色の占める割合で

構成される画像色彩ベクトル  m によって表現
される．画像色彩ベクトルを次に示す．  

𝒎 = (𝑚!,𝑚",… ,𝑚!#$) 
(3) 重み付き印象語抽出  
色印象行列 C，及び画像色彩ベクトル m を用い
て，画像メタデータ I の抽出を行う . 画像メタデ
ータ I は，カラーイメージスケールの 180 個の印

象語と同一の印象語で特徴付けられるベクトル

である．  
𝐼 = 𝐶𝒎 

 

図 1 色印象行列 C 
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3. ポップスジャンルの楽曲メディアコンテン

ツを対象とした印象語連携方式  
本節では，梅垣による文献 [7]をポップス楽曲の印象

を表す専門知識と捉え，Media-lexicon Transformation 
Operator を応用することにより，ポップスジャンルの
楽曲メディアコンテンツを対象とした印象語連携方式

について示す．3.1 節では，梅垣による文献 [6]の概要

について述べる．3.2 節ではそれらを用いた，印象語連

携実現方式について述べる．  
3.1 ポップスジャンルにおける楽曲メディアコンテン

ツと印象語との対応 

梅垣による文献 [6]では，日常にある感情、風景、出

来事といったイメージを系統立てて分類し，それぞれ

の感情、風景、出来事といったイメージごとに，どの

ような曲になるかの解説とともに，サンプル楽曲が楽

譜として掲載されている．元々は作曲をしたい読者に

どういうイメージのときにどのような曲を作曲すれば

良いかを示す書籍となっている．  
具体的には，本文献は大きく「恋愛イメージから作

曲する」，「イベント・シーンから作曲する」，「日常シ

ーンから作曲する」，「ゲームやアニメの世界のイメー

ジから作曲する」，「季節のイメージから作曲する」，「グ

レードアップ・できるテクニックを使って作曲する」

の 6 章から構成されており，最後のテクニックに関す

る部分を除くと全 40 シーンが挙げられている．例え

ば，「甘酸っぱい初恋」，「無機質にビルが立ち並ぶオフ

ィス街」といったシーンの説明がなされている．この

40 シーンそれぞれにそのシーンに合致したサンプル

楽曲が付与されている．  
この文献においては，日常にある感情、風景、出来

事といったイメージと楽曲が結びつけられているため，

そうしたイメージを表す言葉を，楽曲の印象を表す言

葉，つまり印象語と見なすことで，印象語と楽曲が関

係づけられた知識として利用することが出来る．  
3.2 楽曲メディアコンテンツを対象とした印象語連携

実現方式 

3.1 節で紹介した梅垣による文献 [6]の知識を Media-
lexicon Transformation Operatorを応用することにより，
楽曲メディアコンテンツを対象とした印象語連携方式

について示す．  
本方式は，日常にある感情、風景、出来事といった

イメージを表す印象語を入力することで，その印象語

に合致する楽曲メディアコンテンツのサンプルを導き

出すものである．  
本方式は具体的には，次のプロセスで実現される． 

(1) 楽曲印象行列𝑀の作成  
文献 [6]には 40 シーンが挙げられているが，これ

らを単語に分解すると 138 語で構成されている．
これを基本印象語と定義する．基本印象語 138 語
とサンプル楽曲 40 曲との関係を表す要素からな

る楽曲印象行列𝑀を図 2 のように構成する．  
𝑤!, 𝑤", … ,𝑤!#%は印象語， 𝑠!, 𝑠", … , 𝑠'$は文献 [6]に掲
載されている楽曲サンプルを示す．  

(2) 印象語ベクトル𝒘の構成  
日常にある感情、風景、出来事といったイメージ

を表すものを重み付き印象語で表現することで，

印象語ベクトル𝒘を構成する．  
𝒘 = (𝑤!,𝑤",… ,𝑤!#%) 

(3) 重み付きでサンプル楽曲の相関を導出  
楽曲印象行列 M，及び印象語ベクトル w を用い
て，楽曲サンプル相関 R の抽出を行う . 楽曲サン

プル相関 R は，サンプル楽曲の相関を重み付きで
表現している．  

𝑅 = 𝑀𝒘 
これによって，感情、風景、出来事といったイメー

ジを表す印象語と楽曲サンプルとを連携することが可

能である．この方式に加えて，各楽曲サンプルの特徴

を抽出し，楽曲メディアコンテンツ同士の類似度を計

算する方式を実現することにより，類似度による任意

の楽曲メディアコンテンツを印象語ベクトルから抽出

することが可能となると考えられる．  
 

4. 画像メディアコンテンツの色彩情報に基づ

く楽曲メディアコンテンツ印象抽出方式  
本節では，画像メディアコンテンツの色彩情報に基

づく楽曲メディアコンテンツ印象抽出方式について示

す．4.1 節では，本方式の概要を示し，4.2 節でそれぞ

れの詳細について示す．  
4.1 本方式の全体像 

本方式の全体像を図 3 に示す．本方式は，画像色彩
印象語抽出モジュール，印象語間類似度計算モジュー

ル，楽曲印象語連携モジュールからなる．  

楽曲印象⾏列M

w1 w2  ……… w138

s1
s2…

…

s40

図 2 楽曲印象行列 M 

画像メディア
コンテンツ

画像⾊彩印象語
モジュール

印象語間類似度
計算モジュール

楽曲印象語連携
モジュール

サンプル楽曲
メディア
コンテンツ

⾊彩情報を抽出し，
その⾊彩情報から
画像の印象を表す
印象語を抽出

画像の印象を表す
印象語と楽曲のを
表す印象語の類似度
を計算

印象語からそれに適した
サンプル楽曲を提⽰

図 3 画像メディアコンテンツの色彩情報に基づく
楽曲メディアコンテンツ印象抽出方式全体像  



 

 

画像色彩印象語モジュールは，2.2 節に示すように

ユーザからの画像の入力によって，色彩情報を抽出し，

その色彩情報から画像の印象を表す印象語を抽出する

モジュールである．印象語間類似度計算モジュールは，

画像メディアコンテンツの印象を表す印象語と楽曲メ

ディアコンテンツの感情、風景、出来事といったイメ

ージを表す印象語という異種メディア間の印象語の類

似度を計算するモジュールである．楽曲印象語連携モ

ジュールは 3.2 節で示すように，感情、風景、出来事

といったイメージを表す印象語からそれに適したサン

プル楽曲を提示するモジュールである．  
4.2 各モジュールの詳細 

(1) 画像色彩印象語モジュール  
画像色彩印象語モジュールの詳細な実現方式は，

文献 [4]，および 2.2 節に示している．画像から色

彩情報を取り出す際，その画像メディアコンテン

ツ内に含まれる色がカラーイメージスケールで

取り上げられている基本色 130 色のどの色と近
いかの距 離を求めるため， RGB 表色系から

L*a*b*表色系に変換している．L*a*b*表色系上の

色同士はユークリッド距離によってその色の近

さを表現することができる．  
(2) 印象語間類似度計算モジュール  
カラーイメージスケールで定義されている画像

の色彩の印象を表現する印象語と，梅垣による文

献 [7]による感情、風景、出来事といったイメージ

を表す印象語は独立して設定されており，これら

のパターンマッチングで連携することは不可能

である．そのため印象語間の類似度を計算するモ

ジュールを構築することとする．具体的には，画

像色彩印象語モジュールで抽出された印象語そ

れぞれについて，3.2 節に設定した 138 語の楽曲
メディアコンテンツを表現するための印象語の

それぞれの類似度を計算することとなる．本稿で

は，類似度計算については Wikipedia 記事を学習

させた Word2vec[9]により導出することとする．  
(3) 楽曲印象語連携モジュール  
楽曲印象語連携モジュールの詳細な実現方式は，

3.2 節に示している．これにより，感情、風景、出

来事といったイメージを表す印象語に基づき，適

したサンプル楽曲との相関を重み付きで表現す

る．相関の高いサンプル楽曲を入力した画像メデ

ィアコンテンツの印象に合致した楽曲として提

示することとする．  
以上のモジュールを実現することにより，画像メディ

アコンテンツの色彩情報に基づく楽曲メディアコンテ

ンツ印象抽出方式が構成される．本方式により，画像

メディアコンテンツの色彩に合致した印象語およびポ

ップス楽曲メディアコンテンツを提示することが可能

となる．  

5. 実験  
5.1 実験方法 

4 節で示した方式を実装した実験システムを構築し，

いくつかの画像メディアコンテンツを入力する．使用

する入力画像は，比較的色彩がはっきりしており，か

つ，単色のみで構成されていない画像とし，どのよう

な印象語が抽出され，どのようなサンプル楽曲が提案

されるかを確認した． 

5.2 実験結果  
具体的に入力した画像メディアコンテンツと具体

的に本実験システムから出力された印象語，およびサ

ンプル楽曲について表 1 に示す． 

表 1 の 1 番目の画像は，ひまわりを中心とした画

像であるが，ひまわりの花の色と周りの色が混ざって

しまい，黄土色に近い色が抽出されたため，抽出され

た印象語も「辺鄙な」「クラシックな」といったひま

わりのイメージとは逆の印象となってしまっている．

そのため最終的に出力された曲も「静けさに満ちた海

辺の冬」といった曲が上位に提示される．これは，色

彩情報を抽出する際に，様々な色が混合してしまった

ことが原因でこのような結果になったと考える．これ

については，2.2 節の色彩情報抽出において，主要な

色を適切なクラスタ数を設定した上でクラスタリング

し，それクラスタの中心色を抽出するなどの方法を適

用する必要がある．これについては今後の課題とす

る． 

表 1 の 2 番目の画像は，青い幻想的な空の画像で

あり，それに合致した「知的な」，「精密な」といった

印象語が抽出された．これらの印象から楽曲印象とし

て「繊細」という印象語の相関が高くなり，「歴史を

感じさせる重厚かつ繊細な城門」のサンプル楽曲が提

⼊⼒画像 
最⼤の使
⽤⾊ 

出⼒された
印象語 

出⼒された楽
曲に関する語 

印象語との
楽曲語の距
離 

提案する曲 

 
 

辺鄙な 海辺	 0.185975683
50115756	 静けさに満ちた海辺の冬	

クラシック

な	 オシャレ 
0.172344052
40195963	

オシャレなカフェでくつろ
ぐ、⾄福の時間 

ぜいたくな 華やか 
0.171045059
07961523	

コスプレで華やぐ！ハロウ
ィン 

 
 

知的な 繊細	 0.180291243
93475332	

歴史を感じさせる重厚かつ
繊細な城門 

カジュアル

な	 フィットネス	 0.177021208
57210804	

黙々と汗をかくフィットネ
ス・ジム 

精密な	 繊細	 0.176667051
04005345	

歴史を感じさせる重厚かつ
繊細な城門 

 
 

緻密な	 繊細	 0.197032031
43309625	

歴史を感じさせる重厚かつ
繊細な城門 

円熟した	 重厚	 0.176915982
5758144	

歴史を感じさせる重厚かつ
繊細な城門 

力強い	 繊細	 0.175346247
55850062	

歴史を感じさせる重厚かつ
繊細な城門 

 

表 1 実験結果，入力画像と提案された印象語 ,  
サンプル楽曲の組  



 

 

示された．提示された曲のタイトルと画像を見比べる

と、「歴史」，「城門」は画像に合っているとは言い難

いが、「重厚かつ繊細」は合致していると考えること

ができる．しかしながら一方で，色彩情報から「カジ

ュアルな」という印象語が抽出されていることを原因

として「黙々汗をかくフィットネス・ジム」という楽

曲サンプルも提示されており、これはあまり画像の印

象と合致していない。これは，カラーイメージスケー

ルから抽出される印象語が本画像と合致していないこ

とが原因であると考えられる．これについては，カラ

ーイメージスケールから作成された色印象行列𝐶の学

習・修正方式の実現，色彩情報以外の印象語抽出機能

の実現が重要となると考えられる．これについては今

後の課題とする．  
表 1 の 3 番目の画像は，夕焼けに赤に染まった幻

想的な空の画像である．この色彩情報から「緻密

な」，「円熟した」，「力強い」といった印象語が抽出さ

れる．これらの印象語と相関のある楽曲の印象を表す

印象語として，「繊細」，「重厚」といったものが抽出

された．また，これらの印象語から「歴史を感じさせ

る重厚かつ繊細な城門」のサンプル楽曲が提示され

た．2 番目の画像と同様に、「歴史」，「城門」は画像

の印象に合っているとは言い難いが、「重厚かつ繊

細」は合致していると考えられる。 

これらの結果から，画像メディアコンテンツの印

象語から楽曲メディアコンテンツの印象語に連携する

部分において，改善の余地はあるものの、2 番目，3

番目の結果からも印象を示すという方向性としては画

像メディアコンテンツに合致した楽曲メディアコンテ

ンツが提示できていると見ることができる．本方式を

発展させていくことで、任意の画像メディアコンテン

ツとその印象に合致したポップス楽曲とを提示するこ

とが可能となると考えられる。 

 

6. おわりに  
本稿では，画像メディアコンテンツと楽曲メディア

コンテンツの印象に基づいた連携を実現するために二

つのメディアコンテンツを横断する印象抽出方式につ

いて示した．本方式によって，梅垣による文献を用い

た，ポップスジャンルの楽曲メディアコンテンツを対

象とした新たな Media-lexicon Transformation Operator
を実現すると同時に，画像メディアコンテンツから抽

出された印象語とポップスジャンルの楽曲メディアコ

ンテンツの印象を表現する印象語との相関を計量する

ことで，画像の印象と楽曲を結び付け，画像メディア

コンテンツの印象に合ったポップスジャンルの楽曲メ

ディアコンテンツを提示することが可能となった．  
今後もインターネット上に画像メディアコンテン

ツやポップスジャンルの楽曲メディコンテンツが蓄積

されることが予測され，これらのメディアを統合的に

扱うことで，これらのメディアコンテンツの新たな利

活用を促進することに可能になると考えられる．  
今後の課題として，任意のポップスジャンルの楽曲

メディアデータを対象とした楽曲間類似度を導入する

ことによる印象語からの楽曲提案方式，他メディアや

他の要因を対象としたメディア横断連携方式の実現，

アンケート調査や大量テストデータセットによる本方

式の有効性の検討が挙げられる．  
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